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The objective of this study is to clarify the self-concept and gender identity of fifth grade students in elementary school.

The subjects were 37 fifth grade students (male: 21, female: 16) who took two 45-minute classes for thinking about life.

Data were collected by using questionnaires distributed before and after the classes. The contents of the questionnaires

was composed of originally created items concerning self-concept and gender identity.

The results indicated that the girls ranked the following 2items, collected before the classes, significantly higher than

the boys: "The opposite sex is happier." and "I have someone who listens to my concerns" Three further items - "I want a

baby in the future", "I have someone who notices when I feel down." and "I have someone who accepts me as I am" were

ranked higher by girls after completion of the classes. Additionally, boys ranked the item "I was lucky to be born the sex I

am" significantly higher than girls. In short, it became clear that the gender gap was wider after the classes. Therefore, it

was suggested that differences in recognition of one's own gender become clearer by attending the classes.

本研究では、小学第５学年37名を対象に命の授業を行い、独自に作成した自己概念とジェンダー・アイデンティ

ティに関連した質問紙を用いて、授業の前後における変化と男女別の特徴について調査した。その結果、授業前は

「違う性別の方が幸せだ」「不満があると聞いてくれる人がいる」という２項目に性差が見られ、授業後は授業前の

項目に加えて「この性別に生まれて良かった」、「将来赤ちゃんが欲しい」、「元気がないと気づいてくれる人がいる」、

「私の存在を認めてくれる人がいる」の６項目に増えた。男女別の詳細を見ると、男子は女子に比べ有意に「この

性別に生まれて良かった」とする割合が高く、自己の性別に関して肯定的であるという特徴があった。一方、女子

は男子に比べ有意に「違う性別の方が幸せだ」、「将来赤ちゃんが欲しい」、「不満があると聞いてくれる人がいる」、

「元気がないと気づいてくれる人がいる」、「私の存在を認めてくれる人がいる」とする割合が高く、母性意識の目

覚めや周囲のサポートや尊重してくれる存在に気づくという特徴があった。すなわち、性別によって自己の性に関

する認識の違いが明確になっていくことが示唆された。

キーワード；小学第５学年、自己概念、ジェンダー・アイデンティティ、ジェンダー・スキーマ、命の授業
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Ⅰ．はじめに

助産師等の医療専門職者の活動は、施設内や地域で様々な広がりを見せている。近年、助産師による

命の教育が取り上げられ、活発な活動が見られる。小・中・高の学校では、医師、助産師、養護教諭に

よる教育や体育の担当教諭もしくは担任による保健体育等の教科を通した教育と道徳教育をへて、個々

人の成長発達に伴う「性＝生」を自己構築するよう系統立てた連携が行われている学校もある。安河内

ら１）は、小学校36校を対象に性教育の主な担当者と内容について調査しているが、「主に取り組んでい

るのは養護教諭であり、「命の大切さを教える」「性について正確な知識を身につける」ことを目的に授

業科目として実施し、学年の進級とともに外部講師による特別活動が増加していたことを報告している。

つまり、命の授業における助産師を含む医療従事者の役割は大きい。また、小中学校等、生命や性に関

心を持ち始める思春期から命に関する知識を得ることは、成長発達を円滑にするものと考える。

今回、小学校の理科授業の外部講師として命のはじまりの単元を担当し、授業を行った。この授業に

より、児童がどのようなニーズをもち、授業担当者にどのような役割を求められているのかを前後の質

問紙調査から明らかにするとともに、児童が今回の授業からどのような影響を受け、変化したのか、授

業を行ったクラスのカラーや考え方がどのような傾向にあったのかの特徴を明らかにしたいと考えた。

これにより専門職者である助産師が小・中学校の授業に関わる意義が明らかになるものと考える。よっ

て本研究では命の授業を受けた小学第５学年の授業前後の変化を明らかにし、今後の小学生に対する道

徳や理科の授業に活用する基礎資料とすることを目的として検討を行った。

Ⅱ．研究方法

１．小学第５学年理科授業の概要

小学５学年理科（生物とその環境）では、植物の発芽及び成長の様子を調べたり、小動物の観察を通

して「生物は増えること」「子は決まった発育を通して親になること」「生物は、色々な構造を持ってい

ること」などに気づかせている。そして児童たちが生命を尊重し健康で安全な生活を行えることを目指

して指導されている。このうち研究者が担当したのは、2009年７月の２コマを活用して行われた「テー

マ：命の始まり」の授業であった。

授業の内容は、１）命のバトンを受け継いだ、身体的、精神的、社会的存在であること。２）自分の生

まれてきた経過を知り、妊娠経過に伴う胎児の成長発達と赤ちゃんについて知ること。３）思春期の身

体的変化、心理的変化を知り、思春期の導入を円滑なものとすることの以上３点であった。

２．用語の定義

１）ジェンダー・アイデンティティ２）：自己の生物学的性（sex）を受容した上で作られる自分らし

さ・自我アイデンティティである。

２）ジェンダー・スキーマ３）：ジェンダーに基づいて情報処理をするための個人の認知的枠組みで、ど

こに注目し、どう記憶し、どう再生するかの認知活動を方向付ける。

３）ジェンダー・ステレオタイプ４）：男性と女性について人々が共有する構造化された思い込み（信念）

のこと。

３．対象

対象は、命の授業に参加した小学第５学年37名（男子21名、女子16名）であった。

４．調査期間

調査期間は、2009年７月であった。

５．調査内容とデータ収集方法

調査は、性別、自己概念とジェンダー・アイディンティティ５）に関する20項目（以下20項目）からな

る独自に作成した質問紙を用いて、授業前後に行った。

１）質問項目

（１）ジェンダー・アイディンティティに関する項目としては、①「この性別に生まれてよかった」
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②「違う性別のほうが幸せだ」③「性別のくせにといわれる」④「将来赤ちゃんがほしい」である。

（２）自己概念に関する項目としては、①「自分を良く知っている」②「自分をコントロールする方法

を知っている」③「短気」と「気長」④「強い」と「弱い」⑤「陽気な」と「陰気な」⑥「真面目な」

と「不真面目な」⑦「にぎやかな」と「静かな」⑧「素直な」と「強情な」⑨「大人っぽい」と「子ど

もっぽい」⑩「不潔な」と「清潔な」である。（３）社会性の項目としては、①「相手の考えをよく察

する」②「元気がないと気づいてくれる人がいる」③「不満があるとき、聞いてくれる人がいる」④

「存在を認めてくれる人がいる」⑤「無口な」と「社交的な」⑥「暖かい」と「冷たい」である。

以上の20項目において、（１）の①～④と（２）の①、②および（３）の①～④は「まったく当ては

まらない」「どちらかといえば当てはまらない」「どちらかといえば当てはまる」「とてもよく当てはま

る」の４件法のリカート法で回答を求め、（２）の③～⑩と（３）の⑤、⑥は「とてもそう思う」「やや

そう思う」「どちらともいえない」「ややそう思う」「とてもそう思う」の５段階で相反する気質に自分

はどの程度当てはまるのか該当するところにそれぞれ○をつけてもらった。

６．分析方法

分析方法は、統計ソフトSPSS17.0を使用し、男女別と授業の前後で各項目をクロス集計し、順位尺

度項目はMann-WhitneyのU検定を行った。自由記述の項目は質的に分析した。

７．倫理的配慮

対象者には、質問紙の説明は担任教師が行い、回収した。

質問紙の回答は無記名とし、個人が特定できないこと、途中でやめられること、成績には関係しない

こと、研究の目的以外には使用しないことを文書と口頭で説明し、同意を得た。本研究はＡ小学校管理

部門の承諾を得て行い、名寄市立大学倫理委員会の承認を得た。

Ⅲ．結果

１．自己概念とジェンダー・アイデンティティの項目

男女別では、授業前の20項目において、「違う性別の方が幸せだ」（ｐ＝0.001）、「不満があると聞い

てくれる人がいる」（ｐ＝0.041）の２項目で有意な差が認められた。授業後の20項目においては、「こ

の性別に生まれて良かった」（ｐ＝0.013）、「違う性別の方が幸せだ」（ｐ＝0.012）、「将来赤ちゃんが欲

しい」（ｐ＝0.001）、「不満があると聞いてくれる人がいる」（ｐ＝0.007）、「元気がないと気づいてくれ

る人がいる」（ｐ＝0.034）、「私の存在を認めてくれる人がいる」（ｐ＝0.036）の６項目において有意な

差が認められた。以下に６項目の詳細を示す。

図１は、授業前後の「この性別に生まれて良かった」の項目における男女別選択数を示したものであ

る。授業後「とてもよく当てはまる」とするものが男子18名（85.7％）、女子８名（50.0％）であり、男

子は女子に比べ有意に「この性別に生まれて良かった」とする割合が高かった（ｐ＝0.013）。

図２は、授業前後の「違う性別の方が幸せだ」の項目における男女別選択数を示したものである。授

業前「全く当てはまらない」とするものが男子17名（80.9％）、女子５名（3.1％）、授業後「全く当ては

まらない」とするものが男子18名（90.0％）、女子９名（56.3％）であり、男子は女子に比べ有意に「違

う性別の方が幸せだ」に否定的である割合が高かった（授業前ｐ＝0.001、授業後ｐ＝0.012）。

図３は、授業前後の「将来赤ちゃんが欲しい」の項目における男女選択数を示したものである。授業

後「とてもよく当てはまる」とするものが男子３名（15.0％）、女子11名（68.8％）であり、女子は男子

に比べ有意に「将来赤ちゃんが欲しい」とする割合が高かった（ｐ＝0.001）。

図４は、授業前後の「不満があると聞いてくれる人がいる」の項目における男女別選択数を示したも

のである。授業前「とてもよく当てはまる」とするものが男子３名（14.3％）、女子９名（56.3％）、授

業後「とてもよく当てはまる」とするものが男子４名（20.0％）、女子11名（68.8％）であり、女子は男

子に比べ有意に「不満があると聞いてくれる人がいる」という割合が高かった（授業前ｐ＝0.041、授

業後ｐ＝0.007）。
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図５は、授業前後の「元気がないと気づいてくれる人がいる」の項目における男女の選択数を示した

ものである。授業後「とてもよく当てはまる」とするものが男子４名（20.0％）、女子８名（50.0％）で、

女子は男子に比べ有意に「元気がないと気づいてくれる人がいる」とする割合が高かった（ｐ＝0.034）。

図６は、授業前後の「私の存在を認めてくれる人がいる」の項目における男女の選択数を示したもの

である。授業後「とてもよく当てはまる」とするものが男子７名（35.0％）、女子12名（75.0％）で、女

子は男子に比べ有意に「私の存在を認めてくれる人がいる」とする割合が高かった（ｐ＝0.036）。

以上のことから、授業前から「違う性別の方が幸せだ」「不満があると聞いてくれる人がいる」とい

う２項目に性差が見られ、授業後「この性別に生まれて良かった」、「違う性別の方が幸せだ」、「将来赤

ちゃんが欲しい」、「不満があると聞いてくれる人がいる」、「元気がないと気づいてくれる人がいる」、

「私の存在を認めてくれる人がいる」の６項目へと性差のある項目数が拡大したことがわかる。また、

男子は女子に比べ有意に「この性別に生まれて良かった」とする割合が高く、「違う性別の方が幸せだ」

に否定的である割合が有意に高かった。女子は男子に比べ有意に、「将来赤ちゃんが欲しい」、「不満が

あると聞いてくれる人がいる」、「元気がないと気づいてくれる人がいる」、「私の存在を認めてくれる人

がいる」と認識した割合が高いという特徴が見られた。

２．授業前の興味関心に関する自由記述から

表１は、男子の授業前の興味・関心についての自由記述をまとめたものである。23コード、８サブカ

テゴリ、４カテゴリにまとめられ、主に《遊び（ゲームや将棋）》《運動系（野球やサッカーなど）》に

ついて記述されていた。

表２は、女子の授業前の興味・関心についての自由記述をまとめたものである。17コード、13サブカ

テゴリ、10カテゴリにまとめられ、主に《運動系（バレーボールやバスケット）》《裁縫》《遊び（ゲー

ム）》について記述されていた。
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３．授業後の感想などの自由記述から

表３は、男子の授業の感想等を自由記述したものをまとめたものである。19コード、12サブカテゴリ、

10カテゴリにまとめられ、特に、赤ちゃんに関する記述が多く、「赤ちゃんの成長過程」、「赤ちゃんの

抱き方」、「疑似体験の経験」について述べられていた。

表４は、女子の授業の感想等を自由記述したものをまとめたものである。27コード、19サブカテゴリ、

11カテゴリにまとめられ、やはり赤ちゃんに関する記述が多く、「赤ちゃんの成長過程」、「赤ちゃんの

重さの実感」、「赤ちゃんの抱き方」について述べられていた。
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Ⅳ．考察　

１．児童観を踏まえた授業展開

本研究の目的は、授業のかかわりの中で児童が日々どのようなニーズをもち、今回の授業からどのよ

うな影響を受け、変化した部分があったのか知った上で、今後の授業に向けて児童観を深め、効果的な

授業ができるようにクラスのカラーや考え方がどのような傾向にあったのかという特徴を把握すること

であった。

授業前の女子児童の興味関心事は、運動系（5）裁縫（3）ゲーム（2）、男子児童の興味関心事は運動

系（17）ゲーム（3）将棋（1）であり、女子は料理や裁縫、おしゃれに代表される女性的な日常につい

て、男子は野球などのクラブ活動に代表されるスポーツなどに興味関心を示していた。日常の興味関心

のあるものの中で女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく過ごしている日常が見えた。土肥６）は、

社会的カテゴリの1つとして、ラベルづけの際に子どもが参考にするのが、あらゆるところに存在する

男性的・女性的というジェンダーで、仕事の役割や身体的外見と自己の認知発達という個体内の要因に

よってもジェンダー・スキーマを形成していくと述べている。また、石沢ら７）は、「家庭での性教育の

担い手は母親が55％を占め、両親の分担は28％、父親は３％」と述べており、偏りのある家庭教育の役

割分担の中で育った家庭基盤と学校生活における役割から判断し答えたものと述べている。つまり、本

対象が所属しているクラスにおいても、日常生活の中で確かに女らしさ、男らしさを形成していること

がわかった。このことは、命の授業を行う際の説明内容や発問方法に影響することが推測できる。よっ

て、事前にこのようなクラスのカラーを捉え、児童観を踏まえて、児童に沿った授業展開をすることが

必要と考えられる。

次に、男子児童の授業の感想を見ると、《赤ちゃんのことが色々わかった》《赤ちゃんの重さを実感し

た》《赤ちゃんの抱き方がわかった》《知らなかったことを知った》《経験できて良かった》などのカテ

ゴリが抽出され、今回の研究者が行った授業で対象は赤ちゃんの存在について五感を通して認識し、赤

ちゃんという存在を妊娠の経過に伴う胎児の成長・発達から概要をつかみ、大きさや重さを実感し体験

知となっていた。また、疑似体験は将来の妊娠や出産をイメージすることに繋がり、また、妊婦の動き

にくさを体験したことで相手をいたわる気持ちが引き出せた。知らなかったことを知る喜びと体験する

中で培った体験知は、驚きやおもしろさ、楽しさという形で認識されていた。しかし、この気づきは長

続きしないことが推測できる。よって、小中学校の児童や生徒が定期的に命に関して考える機会を持て

るようなプログラムの構築が必要であると考える。

２．命の授業実施における影響

男子は女子に比べ「この性別に生まれて良かった」とする割合が有意に高く、自己の性別に関して肯

定的であるという特徴が見られた。一方、 女子は男子に比べ有意に「違う性別（男子）の方が幸せだ」、

「将来赤ちゃんが欲しい」、「不満があると聞いてくれる人がいる」、「元気がないと気づいてくれる人が

いる」、「私の存在を認めてくれる人がいる」と認識した割合が高いことから、授業後に母性意識の目覚

めや周囲のサポートしてくれている存在を認識し、さらに、周囲で尊重してくれる存在について気づく

という特徴が見られた。

また、今回の命の授業から、対象は自己の存在の経過を振り返り、自分自身がかけがえのない大切な

存在であることを感じとった。さらに、自分より幼い赤ちゃんという存在について、妊娠の経過に伴う

胎児の成長・発達を胎児人形の大きさや重さから実感し、命のバトンを繋ぐ一員であることを認識した

と思われる。また、性差を２項目から６項目へと広げたことは、この授業で自己を振り返り、周囲を見

つめ直す機会となったことにより、自己や他者への認識を深めたことによる広がりであると考えられた。

授業を行う者は、これらのことを認識し、授業展開する必要があると思われた。

Ⅴ．結論

１．命の授業は、男女差に関わる特徴を踏まえ、児童の興味 ・ 関心に沿う授業内容を工夫する必要が
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ある。

２．本研究において、理科の授業の中で、男子は女子に比べ有意に自己の性別に関して肯定的であると

いう特徴が見られた。また、本研究における命の授業を通して、女子は赤ちゃんを産みたいという母

性意識の目覚めや周囲のサポートについて認識し、さらに、尊重してくれる存在に気づくという特徴

が見られ、性別によって自己の性に関する認識の違いが明確になっていくことが示唆された。

なお、本稿の一部概要は、北海道成育看護研究会（2009年8月）において報告した。
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